 (
2008
年
９
月
15
日発行
)
 (
特集：
「裁判員制度」
平成
21
年５月、裁判員制度が始まります。国民が裁判員として地方裁判所で行われる刑事裁判に参加し、被告人が有罪か無罪か、また、有罪の場合は量刑を、裁判官と一緒に決める制度です。
裁判員選任だなんて自分には関係ないと思っていませんか？ところが、基本的にすべての有権者の中から抽選で、１年あたり
4
00
－
8
00
人に１人が候補として裁判所に呼ばれ
(
三島市は
311
人に１人
)
、その中から選定されるので、実際に裁判員に選ばれるのは有権者
4,911
人に１人だそうです。つまり、
1,000
人規模の会社であれば、年間３人
程度
は候補として呼び出されることになります。決して他人事ではありません。裁判員制度について知っておきましょう。
★図書
『
知る、考える裁判員制度
』（岩波ブックレット
No.727
）　武田昌弘著　岩波書店　
2008.6
薄くて地味な本ですが、１テーマをコンパクトに過不足なくまとめており、始めに手にとるのに最適。
『
裁判員法（図解雑学　絵と文章でわかりやすい！）
』　船山泰範〔ほか〕著　ナツメ社　
2008.6
ビジネス入門書で有名なシリーズです。おなじみの派手な図版を多用。
『
裁判員時代の法廷用語－法廷用語の日常化に関する
PT
最終報告書－
』　後藤昭監修　三省堂　
2008.4
裁判官の言っていることがわからなかった時に。
『
裁判員法廷
』　芦辺拓著　文藝春秋　
2008.3
裁判員はあなたを含めて６人。小説ですが、とてもリアルに裁判員制度を体験できるのでは。
★
雑誌
「
世
界
－ＳＥ
Ｋ
ＡＩ－
（
2008
年６月号）裁判員制度－何が変わるのか」
　
岩波書店
★
DVD
『
審理－裁判員制度広報用映画－
』　最高裁判所　
2008
★
関連するホームページ
「
よろしく裁判員」（法務省、裁判員制度コーナー）　
http://www.moj.go.jp/SAIBANIN/
「
最高裁判所・裁判員制度」
  
http://www.saibanin.court
s
.go.jp/
「
裁判員制度」（日弁連）
 
http://www.nichibenren.or.jp/ja/citizen_j
u
dge/
)






















 (
図書館を活用しませんか？
「
持ち込みパソコン利用方法
」
)

 (
　
移動中の新幹線の中などで、ビジネスマンがパソコンで仕事をしている
姿をよく見かけます。仕事で書類を作成する場合や、調べ物をする場合に
も、パソコンがないと困る事が増えています。
図書館には、ご自分のパソコンを持ち込んで
 
図書館資料と併せて利用できる席が１階のレファレンスコーナーに５席あります。その座席では、図書館にある、雑誌や新聞、年鑑、白書や図書などを使いながら、自分のパソコン
の
利用ができます。
また、
LAN
機能搭載のパソコンでしたら、インターネットで調べ物をしながらの利用もできます。
満席の場合は、ご利用できない
事
があります。パソコン利用の座席使用には、図書館の貸出カードをお持ち下さい。（貸出カードは身分証明があればその場でお作りします。）　
)









 (
レファレンス事例
「
離婚後３００日以内に生まれた子どもは前の夫の子と推定する。民法７７２条の問題について話題になったが、それに関連する判例をみたい。」
) (
「レファレンス　サービス」とは？
司書が、あなたの調べたいことについて、資料や情報を探して紹介したり、調査法などの相談に応じるサービスです。
)

 (
＜回答＞
ホームページ「裁判所（
http://www.courts.go.jp/
）」の裁判例情報
をクリック。
検索画面で“
全文
”
の項目に「民法７７２条」と入力
して検索
すると
3
件ヒット。
また、
「
戸籍
法」と入力
して検索
すると
96
件
、
「住民基本台帳法」と入力
して検索
すると
89
件ヒットします。
その中から、見たい判例の全文をＰＤＦファイルで見ることができます。
（最終確認
H20.9
.3
）
（＠ｏ＠）！
★
判例を探す場合、判決日時、正式事件名、正式事件番号等がはっきりしなければ、冊子で探すことはとても困難でしたが、裁判所のデータベースを使うことにより便利になりました。
★図書館で契約しているデータベースG-S
earch
では
「
ＴＫＣ法律情報データベース
」
が使えます。（明治８年の大審院判例から現在までの判例全文と関連情報をフルテキストで収録。）
★
その他関連する冊子体情報源
 
「
判例
時
報
」判例時報社　
（旬刊）　
　
所蔵：昭和
48
年
～（欠号：平成
2
年～
8
年、他）
「
ジュリスト
」有斐閣　
（
月２回
刊）
　
　所蔵：昭和
41
年～（欠号：平成
2
年～
7
年、他）
「
別冊ジュリスト
」有斐閣　
（
不定期
刊）　
　
所蔵：
昭和
58
年～
　
参考になる特集に「
地方自治判
例
百選
」「
行政
判
例百選
」等
)















 (
今月のピックアップー新着資料から
人口二千人、高齢化率
四十八
％。高齢化・過疎化の只中にある徳島県上勝町。
この町には、毎年人口の
二
倍以上の視察者が世界中から訪れるそうです。
木の葉を商品にする「いろどり農業」、
三十四
分別でゴミの
八〇
％をリサイクル、住民による地域づくり運動会…。
　誇りをもって故郷に住みつづけるお年寄りたちの姿には、こちらが元気づけられます。
　著者の見解によれば、都市と農村の格差は、正社員と非正社員ひいては先進工業国と開発途上国間の格差と同じカラクリによるとのこと。行政規模の差を乗り越えて、参考になる点がたくさんあります。
『
持続可能なまちは小さく、美しい
―
上勝町の挑戦
―
』
　　　　　　　
笠松和市／佐藤由美著　学芸出版社
こちらもあわせてどうぞ
『
そうだ、葉っぱを売ろう！
―過疎の町、どん底からの再生―
』
　
横石知二著　ソフトバンククリエイティブ
　　
)
















 (
図書館は、隔月
15
日に、三島市職員向けにメールマガジンを発行します。
ご意見・ご質問
は図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）
http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/
)
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